
(57)【要約】

【課題】２Ｄアレイ振動子を用いて三次元画像を形成す

る超音波診断装置において、チャンネルリダクションを

図りつつも超音波画像の画質を高める。

【解決手段】２Ｄアレイ振動子３００上に複数のサブア

レイ３００Ａが設定される。各サブアレイ３００Ａごと

に複数のグループが設定される。各グループは並列接続

関係にある複数の振動素子によって構成される。ビーム

方位３０４及びフォーカス点Ｆ１の深さに応じて、複数

のサブアレイ３００Ａについてのサブアレイ形状が可変

設定される。また、各サブアレイ３００Ａごとにグルー

ピングパターン３１０～３２０が可変設定される。各グ

ループを構成する複数の振動素子間で、各振動素子とフ

ォーカス点との間の距離をできるだけ揃えることができ

るので、良好なビームプロファイルを得られる。

【選択図】図１３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ 、 二 次 元 走 査 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る ア レ イ 振 動 子 と
、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 対 し て 複 数 の サ ブ ア レ イ を 設 定 す る
と 共 に 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て そ れ ぞ れ が １ 又 は 複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ る 複 数 の グ
ル ー プ を 設 定 す る ス イ ッ チ ン グ 手 段 と 、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 各 グ ル ー プ ご と に グ
ル ー プ 送 信 信 号 を 生 成 す る 送 信 手 段 と 、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 か
ら 出 力 さ れ た 各 グ ル ー プ の グ ル ー プ 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 手 段 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 少 な く と も フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ に 基 づ い て 、 前 記 各 サ ブ ア レ
イ ご と に グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 個 別 的 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 に 際 し て 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し
て 設 定 さ れ る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 動 的 に 切 り 換 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 更 に ビ ー ム ア ド レ ス に 基 づ い て 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ ご と に そ
の 位 置 に 応 じ た グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 個 別 的 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、
　 前 記 グ ル ー プ 送 信 信 号 を そ れ に 対 応 す る グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 に 対 し て 分
配 し て 出 力 す る 機 能 と 、
　 グ ル ー プ 単 位 で 複 数 の 振 動 素 子 か ら の 複 数 の 受 信 信 号 を 加 算 し て グ ル ー プ 受 信 信 号 を 生
成 す る 機 能 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ 、 二 次 元 走 査 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る ア レ イ 振 動 子 と
、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 接 続 さ れ 、 ビ ー ム ア ド レ ス 及 び フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ に 応 じ て 、 前 記
ア レ イ 振 動 子 に 対 し て 複 数 の サ ブ ア レ イ を 設 定 す る と 共 に 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て そ
の 位 置 に 応 じ て そ れ ぞ れ が １ 又 は 複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ る 複 数 の グ ル ー プ を 設 定 す る
ス イ ッ チ ン グ 手 段 と 、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 各 グ ル ー プ ご と に グ
ル ー プ 送 信 信 号 を 生 成 す る 送 信 手 段 と 、
　 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 か
ら 出 力 さ れ た 各 グ ル ー プ の グ ル ー プ 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 手 段 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 に 際 し て 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し
て 設 定 さ れ る サ ブ ア レ イ 形 状 を 動 的 に 切 り 換 え 、 且 つ 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て 設 定 さ
れ る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 動 的 に 切 り 換 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 請 求 項 ６ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 の 垂 直 中 心 軸 に 直 交 す る 水 平 面 上 に お け る
ビ ー ム 走 査 方 向 に 応 じ て 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て 設 定 さ れ る サ ブ ア レ イ 形 状 を 切 り 換
え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 の 分 野 で 用 い ら れ る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ア レ イ 振 動 子 上 に お
け る 複 数 の サ ブ ア レ イ の 設 定 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 医 療 の 分 野 に お い て 、 生 体 （ 患 者 ） の 疾 病 を 診 断 す る た め に 用 い ら
れ る 。 詳 し く は 、 超 音 波 診 断 装 置 は 、 生 体 に 対 し て 超 音 波 パ ル ス を 送 波 し 、 生 体 か ら の 反
射 波 を 受 波 し 、 そ の 受 波 に よ っ て 得 ら れ た 受 信 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 ビ ー ム を 二 次 元 走 査 し 、 こ れ に よ っ て 生 体 内 に 三 次 元 エ コ ー デ ー タ 取 込 空 間 を 形
成 す る た め に 、 二 次 元 （ ２ Ｄ ） ア レ イ 振 動 子 が 用 い ら れ る 。 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 は 、 一 般 に
、 複 数 の 振 動 素 子 を Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 に 整 列 さ せ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 送 受 信 部 の チ ャ ン ネ ル リ ダ ク シ ョ ン 、 複 数 の 受 信 ビ ー ム の 同 時 形 成 、 あ る い は 、 そ れ 以
外 の 目 的 か ら 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 上 に 複 数 の サ ブ ア レ イ を 設 定 す る 場 合 が あ る 。 従 来 に お
い て は 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 上 に 複 数 の サ ブ ア レ イ が 固 定 的 に 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 ２ Ｄ ア
レ イ 振 動 子 に 対 し て 矩 形 形 状 を も っ た 複 数 の サ ブ ア レ イ が 設 定 さ れ る 。 特 許 文 献 １ に は 、
複 数 の 振 動 素 子 の グ ル ー ピ ン グ が 示 さ れ て い る が 、 各 グ ル ー プ の 構 成 は 固 定 的 で あ る 。 特
許 文 献 ２ に は 、 整 相 加 算 を 二 段 階 で 行 う 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ３ の 図 ６ に は 、
２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 に 複 数 の グ ル ー プ を 固 定 的 に 設 定 す る こ と 、 複 数 の グ ル ー プ に 対 し て 複
数 の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ー を 接 続 す る こ と 、 及 び 、 複 数 の 第 １ ビ ー ム フ ォ ー マ ー の 後 段 に
複 数 の 第 ２ ビ ー ム フ ォ ー マ ー を 設 け る こ と 、 が 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ４ に は 、 ２ Ｄ ア レ
イ 振 動 子 上 に 複 数 の ２ Ｄ サ ブ ア レ イ を 設 定 す る こ と 、 及 び 、 各 サ ブ ア レ イ 上 に 複 数 の グ ル
ー プ を 設 定 す る こ と 、 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 各 サ ブ ア レ イ の 形 状 あ る い は グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 一 律 あ る い は 固 定 的 に 設 定 す る と
、 送 受 波 条 件 如 何 に よ っ て は 、 良 好 な ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル を 得 ら れ な い と い う 問 題 が あ る
。 例 え ば 、 特 定 の ビ ー ム 走 査 方 向 に お い て 、 サ イ ド ロ ー ブ が 出 や す く な る 。 特 許 文 献 ５ 、
６ に は 、 ア レ イ 振 動 子 上 に 複 数 の サ ブ ア レ イ を 設 定 す る こ と 、 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て 複 数
の グ ル ー プ を 設 定 す る こ と 、 が 開 示 さ れ て い る 。 各 グ ル ー プ は 基 本 的 に 複 数 の 振 動 素 子 で
構 成 さ れ 、 そ れ ら に 対 し て は 共 通 の 送 信 信 号 が 分 配 供 給 さ れ て い る 。 グ ル ー プ を 構 成 す る
複 数 の 振 動 素 子 か ら の 複 数 の 受 信 信 号 は 加 算 さ れ 、 加 算 後 の 受 信 信 号 に 対 し て 遅 延 処 理 が
な さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ６ に は 、 各 サ ブ ア レ イ の 形 状 を ビ ー ム 走 査 方 向 に 応 じ て 変
更 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ ６ ０ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ４ ３ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － ３ ２ ２ ８ ９ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 ５ ８ ３ ２ ９ ２ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ４ ６ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ４ ６ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 と こ ろ で 、 良 好 な フ ォ ー カ ス を 実 現 す る た め に は 、 各 グ ル ー プ を 構 成 す る 並 列 接 続 関 係
（ つ ま り 、 同 じ 遅 延 処 理 関 係 ） に あ る 複 数 の 振 動 素 子 間 で 、 各 振 動 素 子 と フ ォ ー カ ス 点 と
の 間 の 音 響 的 な 距 離 が で き る だ け 等 し く な る よ う に 、 各 グ ル ー プ の 構 成 （ 各 サ ブ ア レ イ 内
の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ） を 決 定 す る こ と が 望 ま れ る 。 ビ ー ム ア ド レ ス や フ ォ ー カ ス 点 （
特 に 送 信 フ ォ ー カ ス 点 ） 深 さ が 変 化 す る と 、 フ ォ ー カ ス 点 か ら 各 振 動 素 子 ま で の 音 響 的 な
距 離 が 変 化 す る 。 よ っ て 、 そ の よ う な ビ ー ム 走 査 条 件 の 変 更 に 伴 っ て サ ブ ア レ イ 形 状 や グ
ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 動 的 に 変 更 す る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 良 好 な ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル を 得 ら れ る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 送 受 信 部 の チ ャ ン ネ ル リ ダ ク シ ョ ン を 行 う 場 合 に お い て 、 超 音 波
画 像 の 画 質 を 維 持 又 は 向 上 で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
（ １ ） 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ 、 二 次 元 走 査 さ れ る 超
音 波 ビ ー ム を 形 成 す る ア レ イ 振 動 子 と 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 接 続 さ れ 、 前 記 ア レ イ 振 動 子
に 対 し て 複 数 の サ ブ ア レ イ を 設 定 す る と 共 に 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て そ れ ぞ れ が １ 又 は
複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ る 複 数 の グ ル ー プ を 設 定 す る ス イ ッ チ ン グ 手 段 と 、 前 記 ア レ イ
振 動 子 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 各 グ ル ー プ ご と に グ ル ー プ 送 信 信
号 を 生 成 す る 送 信 手 段 と 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、
前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 か ら 出 力 さ れ た 各 グ ル ー プ の グ ル ー プ 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 手 段
と 、 を 含 み 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 少 な く と も フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ に 基 づ い て 、 前 記
各 サ ブ ア レ イ ご と に グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 個 別 的 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ス イ ッ チ ン グ 手 段 が 、 ア レ イ 振 動 子 上 に お け る サ ブ ア レ イ 設 定 機 能
、 及 び 、 各 サ ブ ア レ イ ご と の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン （ 複 数 グ ル ー プ の 配 列 形 態 ） の 設 定 機
能 を 有 す る 。 そ し て 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 個 別 的 に 設 定 し 、 し か
も そ れ を 動 的 に 可 変 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 各 グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素
子 間 で 、 三 次 元 空 間 内 の フ ォ ー カ ス 点 か ら グ ル ー プ 内 の 各 振 動 素 子 ま で の 距 離 が で き る だ
け 揃 う よ う に 調 整 で き 、 そ の 結 果 と し て 良 好 な フ ォ ー カ ス を 実 現 で き る 。 す な わ ち 、 フ ォ
ー カ ス 点 の 深 さ を 考 慮 し て グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 設 定 す れ ば 、 良 好 な ビ ー ム プ ロ フ ァ イ
ル を 得 ら れ る 。 こ こ で 、 基 本 的 に は 、 上 記 フ ォ ー カ ス 点 は 送 信 フ ォ ー カ ス 点 で あ り 、 上 記
超 音 波 ビ ー ム は 送 信 ビ ー ム で あ る 。 各 グ ル ー プ は 通 常 は 複 数 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ
る が 、 １ つ の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ る グ ル ー プ が あ っ て も よ い 。 後 述 す る よ う に 、 ビ
ー ム 走 査 条 件 （ 特 に ビ ー ム 走 査 方 向 ） に 応 じ て 、 サ ブ ア レ イ 形 状 を 可 変 さ せ る の が 望 ま し
い が 、 サ ブ ア レ イ 形 状 を 固 定 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 に 際 し て 、 前 記 各 サ ブ
ア レ イ に 対 し て 設 定 さ れ る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 動 的 に 切 り 換 え る 。 複 数 の サ ブ ア レ イ
全 体 と し て 一 律 の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン が 設 定 さ れ る の で は な く 、 複 数 種 類 の グ ル ー ピ ン
グ パ タ ー ン が 同 時 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 更 に ビ ー ム ア ド レ ス に 基 づ い て 、 前 記 各 サ ブ ア
レ イ ご と に そ の 位 置 に 応 じ て グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 個 別 的 に 設 定 す る 。 ビ ー ム ア ド レ ス
は 、 ビ ー ム 方 向 を 特 定 す る も の で あ る 。 ビ ー ム 方 向 は 、 一 般 に 、 ア レ イ 振 動 子 の 垂 直 中 心
軸 に 直 交 す る 水 平 面 を 貫 く ビ ー ム の 位 置 又 は ア レ イ 振 動 子 の 垂 直 中 心 軸 に 対 す る ビ ー ム 偏
向 角 度 と 、 回 転 角 度 に よ っ て 定 ま る 。 各 サ ブ ア ド レ ス の 位 置 を 特 定 す る た め に サ ブ ア レ イ
ア ド レ ス を 参 照 す る よ う に し て も よ い 。 ス イ ッ チ ン グ 手 段 の 制 御 に 当 た っ て は 、 ビ ー ム ア
ド レ ス 等 を 表 す 情 報 を 参 照 す る の で は な く 、 そ れ ら を 間 接 的 に 表 す 情 報 を 参 照 す る よ う に
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し て も よ い 。 ま た 、 そ の 制 御 に 当 た っ て は 、 ビ ー ム ア ド レ ス 及 び フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ を 入
力 し 、 各 サ ブ ア レ イ ご と の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン か ら な る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン セ ッ ト を
生 成 す る テ ー ブ ル を 用 い る の が 望 ま し い 。 そ の テ ー ブ ル の 入 力 と し て 、 更 に サ ブ ア レ イ ア
ド レ ス を 与 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 前 記 グ ル ー プ 送 信 信 号 を そ れ に 対 応 す る グ ル ー
プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 に 対 し て 分 配 し て 出 力 す る 機 能 と 、 グ ル ー プ 単 位 で 複 数 の 振
動 素 子 か ら の 複 数 の 受 信 信 号 を 加 算 し て グ ル ー プ 受 信 信 号 を 生 成 す る 機 能 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 複 数 の サ ブ ア レ イ は 、 音 響 パ ワ ー あ る い は 感 度 の 観 点 か ら 、 ア レ イ 振 動 子 上 に お い て 互
い に 密 に 連 結 さ れ る の が 望 ま し い 。 換 言 す れ ば 、 ア レ イ 振 動 子 を 構 成 す る す べ て の 有 効 全
振 動 素 子 が い ず れ か の サ ブ ア レ イ に 属 す る の が 望 ま し い 。 但 し 、 サ ブ ア レ イ 間 に 隙 間 が 存
在 し て い て も よ い 。 つ ま り 、 い ず れ の サ ブ ア レ イ に も 属 さ ず に 送 受 信 に 機 能 し な い 振 動 素
子 が 存 在 し て も よ い 。 ま た 、 サ ブ ア レ イ 内 に 送 受 信 で 機 能 し な い 無 効 振 動 素 子 が 存 在 し て
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 例 え ば 、 あ る サ ブ ア レ イ を 構 成 す る ｍ 個 の 振 動 素 子 に 対 し て ｎ （ 但 し １ ＜ ｎ ＜ ｍ ） 個 の
グ ル ー プ を 設 定 す れ ば 、 チ ャ ン ネ ル リ ダ ク シ ョ ン 率 が ｎ ／ ｍ と な る 。 そ の よ う な チ ャ ン ネ
ル リ ダ ク シ ョ ン 処 理 を プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 で 行 え ば プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル を 挿 通 す る 信 号 線 の 本
数 を 削 減 で き る と い う 利 点 が あ る 。 す な わ ち 、 グ ル ー ピ ン グ に よ っ て 、 複 数 の 受 信 信 号 を
加 算 し て １ つ の 受 信 信 号 （ グ ル ー プ 受 信 信 号 ） に 集 約 で き る 。 ま た 、 １ つ の 送 信 信 号 （ グ
ル ー プ 送 信 信 号 ） を １ つ の グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 へ 並 列 的 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 グ ル ー プ は 、 基 本 的 に は 複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ る が 、 １ つ の 振 動 素 子 か ら な る グ
ル ー プ が 存 在 し て い て も よ い 。 望 ま し く は 、 サ ブ ア レ イ 内 に お け る 各 グ ル ー プ を 構 成 す る
振 動 素 子 の 個 数 は 均 一 で は な く 動 的 に 可 変 さ れ る 。 望 ま し く は 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に パ タ
ー ン 変 動 領 域 が 定 め ら れ 、 こ れ に よ り 、 ア レ イ 振 動 子 上 に は 複 数 の パ タ ー ン 変 動 領 域 が 定
め ら れ 、 各 サ ブ ア レ イ ご と の パ タ ー ン 変 動 領 域 は 複 数 の サ ブ ア レ イ 形 状 パ タ ー ン を 合 成 し
た 領 域 に 相 当 し 、 複 数 の パ タ ー ン 変 動 領 域 は 、 互 い に 部 分 的 に オ ー バ ー ラ ッ プ す る 部 分 を
有 す る 。 望 ま し く は 、 各 パ タ ー ン 変 動 領 域 は 、 各 サ ブ ア レ イ 固 有 の 複 数 の 振 動 素 子 と 、 オ
ー バ ー ラ ッ プ す る 部 分 に 存 在 す る 複 数 の 振 動 素 子 と 、 を カ バ ー す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ２ ） 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 複 数 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ 、 二 次 元 走 査 さ れ る 超
音 波 ビ ー ム を 形 成 す る ア レ イ 振 動 子 と 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 接 続 さ れ 、 ビ ー ム ア ド レ ス 、
フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ 及 び サ ブ ア レ イ ア ド レ ス に 基 づ い て 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 対 し て 複 数
の サ ブ ア レ イ を 設 定 す る と 共 に 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て そ れ ぞ れ が １ 又 は 複 数 の 振 動 素
子 で 構 成 さ れ る 複 数 の グ ル ー プ を 設 定 す る ス イ ッ チ ン グ 手 段 と 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 前 記
ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 各 グ ル ー プ ご と に グ ル ー プ 送 信 信 号 を 生 成 す る
送 信 手 段 と 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ
ン グ 手 段 か ら 出 力 さ れ た 各 グ ル ー プ の グ ル ー プ 受 信 信 号 を 処 理 す る 受 信 手 段 と 、 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 複 数 の サ ブ ア レ イ に 対 す る サ ブ ア レ イ 形 状 の 設 定 と 、 各 サ ブ ア レ イ
対 す る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン の 設 定 と に よ り 、 良 好 な 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 し て 、 超 音 波 画
像 の 画 質 を 高 め ら れ る 。 特 に 、 サ ブ ア レ イ 形 状 を 適 切 な も の に 変 更 で き る の で 、 サ イ ド ロ
ー ブ を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 手 段 は 、 前 記 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 に 際 し て 、 前 記 各 サ ブ
ア レ イ に 対 し て 設 定 さ れ る サ ブ ア レ イ 形 状 を 動 的 に 切 り 換 え 、 且 つ 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に
対 し て 設 定 さ れ る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 動 的 に 切 り 換 え る 。 望 ま し く は 、 前 記 ス イ ッ チ
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ン グ 手 段 は 、 前 記 ア レ イ 振 動 子 の 垂 直 中 心 軸 に 直 交 す る 水 平 面 上 に お け る ビ ー ム 走 査 方 向
に 応 じ て 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て 設 定 さ れ る サ ブ ア レ イ 形 状 を 切 り 換 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 望 ま し く は 、 各 グ ル ー プ ご と に サ ブ 整 相 加 算 処 理 が 行 わ れ た 後 に 、 複 数 の サ ブ 整 相 加 算
信 号 に 対 し て メ イ ン 整 相 加 算 処 理 が 適 用 さ れ る 。 複 数 の メ イ ン 整 相 加 算 回 路 を 並 列 配 置 し
て １ 回 の 受 信 で 複 数 の 受 信 ビ ー ム を 同 時 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル に お い
て 、 送 信 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 伝 送 し 、 受 信 信 号 を 電 流 信 号 と し て 伝 送 す る よ う に し て も
よ い 。 送 信 信 号 は １ ０ ０ Ｖ 程 度 の 電 圧 信 号 で あ っ て も よ い し 、 数 Ｖ ～ 十 数 Ｖ 程 度 の 低 電 圧
信 号 で あ っ て も よ い 。 後 者 の 場 合 に は 、 例 え ば 、 各 振 動 素 子 を 積 層 化 し 、 こ れ に よ り 、 各
振 動 素 子 の 電 気 的 な イ ン ピ ー ダ ン ス を 低 減 す る よ う に す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 望 ま し く は 、 少 な く と も ア レ イ 振 動 子 及 び ス イ ッ チ ン グ 手 段 が 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に 設
け ら れ る 。 更 に 、 複 数 の サ ブ 整 相 加 算 回 路 を プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 内 に 設 け て も よ い し （ そ の 場
合 に は 信 号 線 の 本 数 を よ り 削 減 で き る ） 、 あ る い は 、 複 数 の サ ブ 整 相 加 算 回 路 を プ ロ ー ブ
コ ネ ク タ 内 あ る い は 装 置 本 体 内 に 設 け る よ う に し て も よ い 。 送 信 部 は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 、
ケ ー ブ ル コ ネ ク タ あ る い は 装 置 本 体 に 設 け る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 良 好 な フ ォ ー カ ス を 実 現 し て 、 良 好 な ビ ー ム プ
ロ フ ァ イ ル を 得 ら れ る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 で き る 。 あ る い は 、 本 発 明 に よ れ ば 、 送 受 信
部 の チ ャ ン ネ ル リ ダ ク シ ョ ン を 行 う 場 合 に お い て 、 超 音 波 画 像 の 画 質 を 維 持 又 は 向 上 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま ず 図 １ を 用 い て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 基 本 構 成 を 説 明 す る 。 超 音 波 診
断 装 置 は 、 プ ロ ー ブ （ プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト ） ２ ４ ０ と 、 装 置 本 体 ２ ４ ２ と 、 で 構 成 さ れ る 。
プ ロ ー ブ ２ ４ ０ は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ４ ４ 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル ２ ４ ６ 、 及 び 、 ケ ー ブ ル コ
ネ ク タ ２ ４ ７ 、 を 有 す る 。 装 置 本 体 ２ ４ ２ は 、 送 受 信 制 御 部 ２ ４ ８ 、 受 信 部 ２ ５ ０ 、 信 号
処 理 モ ジ ュ ー ル ２ ５ ２ 、 画 像 形 成 部 ２ ５ ４ 、 及 び 、 表 示 器 ２ ５ ６ を 有 す る 。 ケ ー ブ ル コ ネ
ク タ ２ ４ ７ は 、 装 置 本 体 ２ ４ ２ の コ ネ ク タ （ 図 示 せ ず ） に 対 し て 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 。
ケ ー ブ ル コ ネ ク タ ２ ４ ７ 内 に は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 電 子 回 路 ２ ４ ９ が 内 蔵 さ れ て い る
。 電 子 回 路 ２ ４ ９ は 、 後 に 詳 述 す る よ う に 、 サ ブ 整 相 加 算 処 理 及 び 送 信 信 号 生 成 処 理 を 実
行 す る 。 受 信 部 ２ ５ ０ は 、 メ イ ン 整 相 加 算 処 理 を 実 行 す る 。 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド ２ ４ ４ に よ り
、 超 音 波 の 送 波 及 び 受 波 が な さ れ る 。 そ れ に よ り 得 ら れ た 受 信 信 号 は 、 電 子 回 路 ２ ４ ９ 、
受 信 部 ２ ５ ０ 及 び 信 号 処 理 モ ジ ュ ー ル ２ ５ ２ を 経 由 し て 、 画 像 形 成 部 ２ ５ ４ に 入 力 さ れ る
。 こ の 画 像 形 成 部 ２ ５ ４ に お い て 、 受 信 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 が 形 成 さ れ る 。 そ の 超
音 波 画 像 は 表 示 器 ２ ５ ６ の 画 面 上 に 表 示 さ れ る 。 超 音 波 画 像 と し て は 、 二 次 元 断 層 画 像 、
二 次 元 血 流 画 像 、 三 次 元 画 像 な ど が 知 ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 生 体 内 の 三 次 元 空 間
か ら 取 得 さ れ た ボ リ ュ ー ム デ ー タ を ボ リ ュ ー ム レ ン ダ リ ン グ 処 理 す る こ と に よ っ て 、 三 次
元 画 像 が 形 成 さ れ る 。 三 次 元 画 像 の 形 成 方 法 と し て は 、 そ れ 以 外 に も 各 種 の 方 法 が 知 ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に は 、 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 送 受 信 部 の 構 成 が ブ ロ ッ ク 図 と し て
示 さ れ て い る 。 図 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 は 、 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト 及 び 装 置 本 体 １ ２ に よ っ
て 構 成 さ れ 、 プ ロ ー ブ ユ ニ ッ ト は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ４ Ａ 及 び ケ
ー ブ ル コ ネ ク タ １ ４ Ｂ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 後 述 す る 複 数 の 送 受 信 モ ジ ュ ー ル ２ ４ （ つ ま り 、 上 記 の 電 子 回
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路 ２ ４ ９ に 相 当 ） が ケ ー ブ ル コ ネ ク タ １ ４ Ｂ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 但 し 、 複 数 の 送 受 信 モ
ジ ュ ー ル ２ ４ を プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 内 に 設 け る こ と も 可 能 で あ り 、 あ る い は 、 装 置 本 体 １
２ 内 に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ は 、 例 え ば 、 体 表 面 上 に 当 接 し て 用 い ら れ 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 送
受 波 器 で あ る 。 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ は 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ を 有 し て い る 。 こ の ２ Ｄ ア
レ イ 振 動 子 １ ６ に よ っ て 超 音 波 ビ ー ム が 形 成 さ れ る 。 そ の 超 音 波 ビ ー ム は 、 二 次 元 的 に 電
子 走 査 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 三 次 元 エ コ ー デ ー タ 取 込 空 間 （ 三 次 元 空 間 ） が 形 成 さ れ る 。
超 音 波 ビ ー ム の 電 子 走 査 方 式 と し て は 、 例 え ば 、 電 子 セ ク タ 走 査 方 式 な ど を あ げ る こ と が
で き る 。 こ の 他 、 電 子 コ ン ベ ッ ク ス 走 査 方 式 な ど を あ げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 ア レ イ 振 動 子 １ ６ は 、 多 数 （ 例 え ば 、 ３ ０ ０ ０ 個 あ る い は ４ ０ ０
０ 個 ） の 振 動 素 子 １ ６ ａ に よ っ て 構 成 さ れ る 。 そ れ ら の 振 動 素 子 １ ６ ａ は 二 次 元 配 列 さ れ
て い る （ 後 に 説 明 す る 図 ４ 参 照 ） 。 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は 、 マ ル チ プ レ ク サ あ る い は ス
イ ッ チ ン グ マ ト リ ク ス と し て 構 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は
、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ 上 に 複 数 の サ ブ ア レ イ を 設 定 す る 機 能 と 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 複
数 の グ ル ー プ を 設 定 す る 機 能 （ グ ル ー ピ ン グ 機 能 ） と 、 を 有 し て い る 。 ま た 、 ス イ ッ チ ン
グ 回 路 ２ ０ は 、 各 サ ブ ア レ イ の 形 状 （ ア レ イ 振 動 子 １ ６ 上 の サ ブ ア レ イ パ タ ー ン ） を 変 更
す る 機 能 、 及 び 、 各 グ ル ー プ の 配 列 及 び 形 状 （ 各 サ ブ ア レ イ 上 の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ）
を 変 更 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 後 に 図 １ ３ ～ 図 １ ５ を 用 い て 詳 述 す る よ う に 、 サ イ ド ロ ー ブ を
低 減 し 、 ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル を よ り 良 好 に す る た め 、 ビ ー ム 形 成 条 件 に 応 じ て 、 各 サ ブ ア
レ イ の 形 状 が 選 択 さ れ て お り 、 同 時 に 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 個 別 的 に グ ル ー ピ ン グ パ タ ー
ン が 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り 、 グ ル ー プ を 構 成 す る 並 列 接 続 関 係 （ 同 一 遅 延 処 理 関 係 ） に
あ る 複 数 の 振 動 素 子 間 で 、 各 振 動 素 子 と フ ォ ー カ ス 点 と の 間 の 音 響 的 距 離 を で き る 限 り 揃
え て 、 そ れ ら の 間 で の 位 相 の ず れ が 極 力 小 さ く な る よ う に し て い る 。 ま た 、 そ れ が よ り 適
切 に 実 現 さ れ る よ う に サ ブ ア レ イ 形 状 を 変 化 さ せ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 複 数 の サ ブ ア
レ イ に つ い て 同 じ サ ブ ア レ イ 形 状 が 設 定 さ れ て い る が 、 複 数 の サ ブ ア レ イ に 対 し て 異 な る
複 数 の サ ブ ア レ イ 形 状 が 設 定 さ れ る よ う に し て も よ い 。 な お 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は 、
図 ２ に 示 す よ う に 単 一 の 回 路 に よ っ て 構 成 さ れ て も よ い し 、 複 数 の 回 路 に よ っ て 構 成 さ れ
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に お い て は 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ に よ っ て 設 定 さ れ る 複 数 の サ ブ ア レ イ Ｓ が 概 念
的 に 示 さ れ て い る 。 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ 上 に お い て 、 複 数 の サ ブ ア レ イ Ｓ は 、 互 い に 密
に 連 結 さ れ て お り 、 基 本 的 に 全 て の 振 動 素 子 １ ６ ａ を 用 い て 複 数 の サ ブ ア レ イ Ｓ が 構 成 さ
れ る 。 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 各 サ ブ ア レ イ の サ ブ ア レ イ 形 状 を 変 更 す
る こ と が 可 能 で あ り 、 各 サ ブ ア レ イ ご と の パ タ ー ン 変 動 領 域 が 図 ２ に お い て 符 号 Ｒ で 概 念
的 に 示 さ れ て い る 。 サ ブ ア レ イ 形 状 の 変 更 に 関 し て は 後 に 詳 述 す る 。 各 サ ブ ア レ イ ご と に
複 数 の グ ル ー プ が 設 定 さ れ る が 、 そ の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン も 自 在 に 変 更 す る こ と が で き
る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 後 述 す る よ う に 各 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 数 は 送 受 信 条 件
に 応 じ て 動 的 に 可 変 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 い ず れ の サ ブ ア レ イ 形 状 に お い て も 、 各 サ ブ ア レ イ が ５ × ５ ＝
２ ５ 個 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 そ の ２ ５ 個 の 振 動 素 子 が ５ 個 の グ ル ー
プ に 分 け ら れ て い る 。 つ ま り 、 各 グ ル ー プ は ５ 個 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １ ０ 内 で 、 １ ／ ５ の チ ャ ン ネ ル リ ダ ク シ ョ ン 率 が 実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ 側 に 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ を 構 成 す
る 振 動 素 子 数 と 同 数 の 端 子 を 有 し て お り 、 且 つ 、 装 置 本 体 １ ２ 側 に 、 サ ブ ア レ イ 数 と 同 数
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の 端 子 列 を 有 し て い る 。 装 置 本 体 １ ２ 側 の 各 端 子 列 は 、 図 ２ に 示 す 例 に お い て 、 ５ つ の 端
子 （ １ つ の サ ブ ア レ イ 上 に 設 定 さ れ る グ ル ー プ の 個 数 と 同 じ 個 数 の 端 子 ） か ら な る も の で
あ る 。 詳 し く は 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は 、 素 子 信 号 線 ア レ イ と グ ル ー プ 信 号 線 ア レ イ と
を 選 択 的 に 接 続 す る 。 こ こ で 、 グ ル ー プ 信 号 線 ア レ イ は 、 複 数 の グ ル ー プ 信 号 線 セ ッ ト ２
２ に よ っ て 構 成 さ れ 、 各 グ ル ー プ 信 号 線 セ ッ ト ２ ２ は 、 図 ２ に 示 す 例 に お い て 、 ５ つ の グ
ル ー プ 信 号 線 で 構 成 さ れ る 。 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は 、 素 子 信 号 線 ア レ イ と グ ル ー プ 信 号
線 ア レ イ と の 交 点 に 設 け ら れ た 複 数 の ス イ ッ チ （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。 各 ス イ ッ チ の オ ン
オ フ 動 作 に よ っ て 、 各 グ ル ー プ 信 号 線 に 対 し て 接 続 さ れ る １ 又 は 複 数 の 振 動 素 子 が 選 択 さ
れ る 。 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は 、 ビ ー ム 形 成 条 件 に 応 じ て 、 各 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素
子 の 個 数 を 可 変 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 ビ ー ム 形 成 条 件 に 応 じ て 、 サ ブ ア レ イ 内 に
１ 又 は 複 数 の 無 効 振 動 素 子 （ い ず れ の グ ル ー プ 信 号 線 に 対 し て も 接 続 さ れ ず に 超 音 波 の 送
波 及 び 受 波 を 行 わ な い 振 動 素 子 ） を 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ち な み に 、 各 サ ブ ア レ イ
を 例 え ば ４ × ４ ＝ １ ６ 個 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 し 、 そ の １ ６ 個 の 振 動 素 子 を 例 え ば ４ つ
の グ ル ー プ に グ ル ー ピ ン グ す る こ と も 可 能 で あ り 、 ま た 他 の 条 件 で サ ブ ア レ イ 及 び グ ル ー
プ を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ は 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に ５ つ
の グ ル ー プ 受 信 信 号 を 出 力 す る 。 グ ル ー プ 受 信 信 号 は 、 １ つ の グ ル ー プ を 構 成 す る 例 え ば
５ つ の 振 動 素 子 か ら 出 力 さ れ た ５ つ の 受 信 信 号 を 加 算 し た 信 号 で あ る 。 そ の 加 算 は 、 本 実
施 形 態 に お い て 、 結 線 に よ る 単 純 加 算 方 式 に よ っ て 実 現 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 複 数 の 信
号 線 の 相 互 接 続 に よ っ て 複 数 の 受 信 信 号 が 加 算 さ れ て い る 。 但 し 、 重 み 付 け 加 算 方 式 な ど
を 採 用 す る よ う に し て も よ い 。 加 算 数 は グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 数 に 依 存 す る 。 そ の
一 方 に お い て 、 後 に 説 明 す る よ う に 、 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ １ ４ Ｂ 内 に お い て 、 各 サ ブ ア レ イ
ご と に ５ つ の 送 信 信 号 が 生 成 さ れ て お り 、 そ れ ら の ５ つ の 送 信 信 号 は 、 そ れ ら に 対 応 す る
サ ブ ア レ イ を 構 成 す る ５ つ の グ ル ー プ に 対 し て 供 給 さ れ る 。 す な わ ち 、 １ つ の 送 信 信 号 が
１ つ の グ ル ー プ を 構 成 す る 例 え ば ５ つ の 振 動 素 子 に 対 し て 分 配 （ 並 列 的 に 供 給 ） さ れ る 。
つ ま り 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ 内 で 、 １ つ の 送 信 信 号 が 例 え ば ５ つ に 分 岐 さ れ る 。 そ の 分
岐 数 は グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 数 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 符 号 ２ ２ は 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 設 け ら れ た 信 号 線 セ ッ ト を 示 し て い
る 。 各 信 号 線 セ ッ ト ２ ２ は 、 ５ 本 の 信 号 線 （ ５ 本 の グ ル ー プ 信 号 線 ） に よ っ て 構 成 さ れ る
。 各 信 号 線 に は 上 記 の 送 信 信 号 及 び 受 信 信 号 が 伝 送 さ れ る 。 ち な み に 、 受 信 信 号 を 電 流 信
号 と し て 伝 送 し 、 送 信 信 号 を 電 圧 信 号 と し て 伝 送 す る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 に 、 送
信 信 号 は 例 え ば １ ０ ０ Ｖ 程 度 の 電 圧 信 号 と し て も よ い し 、 数 Ｖ 程 度 の 低 電 圧 信 号 と し て も
よ い 。 な お 、 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル １ ４ Ａ は 、 複 数 の 信 号 線 セ ッ ト ２ ２ を 有 す る 他 に 、 コ ン ト
ロ ー ル 信 号 な ど を 伝 送 す る １ 又 は 複 数 の 制 御 線 も 有 し て い る 。 図 ２ に お い て は 、 プ ロ ー ブ
ケ ー ブ ル １ ４ Ａ 内 に 挿 通 さ れ る 電 力 ラ イ ン な ど に つ い て は 図 示 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ケ ー ブ ル コ ネ ク タ １ ４ Ｂ は 、 例 え ば 、 箱 状 の 形 態 を 有 し 、 そ の 中 に は 上 述 し た よ う に 複
数 の 送 受 信 モ ジ ュ ー ル ２ ４ が 収 容 さ れ て い る 。 各 送 受 信 モ ジ ュ ー ル ２ ４ は 、 後 に 説 明 す る
よ う に 、 送 信 部 、 及 び 、 サ ブ 整 相 加 算 回 路 ２ ６ を 有 し て い る 。 送 信 部 は 、 ５ つ の 送 信 器 を
有 し 、 そ れ ら に よ っ て 各 サ ブ ア レ イ ご と に ５ つ の 送 信 信 号 が 生 成 さ れ る 。 ま た サ ブ 整 相 加
算 回 路 ２ ６ は 、 入 力 さ れ る ５ つ の グ ル ー プ 受 信 信 号 に 対 し て サ ブ 整 相 加 算 処 理 を 実 行 す る
回 路 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 、 サ ブ 整 相 加 算 信 号 ２ ７ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 装 置 本 体 １ ２ 内 に は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 メ イ ン 整 相 加 算 回 路 ３ ０ 、 及 び 、 送 受 信 制
御 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 メ イ ン 整 相 加 算 回 路 ３ ０ は 、 複 数 の サ ブ 整 相 加 算 信 号 ２ ７ を
入 力 し て メ イ ン 整 相 加 算 処 理 を 実 行 し 、 こ れ に よ っ て メ イ ン 整 相 加 算 信 号 （ 受 信 ビ ー ム 信
号 ） ３ １ を 生 成 す る 。 整 相 加 算 処 理 に あ た っ て は 、 公 知 の 受 信 ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス 技
術 を 適 用 す る こ と が で き る 。 各 サ ブ 整 相 加 算 回 路 ２ ６ 、 及 び 、 メ イ ン 整 相 加 算 回 路 ３ ０ は
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、 ア ナ ロ グ 整 相 加 算 回 路 と し て 構 成 さ れ 、 あ る い は 、 デ ジ タ ル 整 相 加 算 回 路 と し て 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 送 受 信 制 御 部 ３ ２ は 、 図 ２ に 示 さ れ る 各 構 成 の 動 作 制 御 を 行 っ て お り 、 特 に 、 複 数 の サ
ブ 整 相 加 算 回 路 ２ ６ に お け る 整 相 加 算 条 件 の 設 定 、 及 び 、 メ イ ン 整 相 加 算 回 路 ３ ０ に お け
る 整 相 加 算 条 件 の 設 定 な ど を 行 っ て い る 。 ま た 、 送 受 信 制 御 部 ３ ２ は 、 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド １
０ 内 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ に 対 し て コ ン ト ロ ー ル 信 号 を 出 力 し て お り 、 こ の
コ ン ト ロ ー ル 信 号 に よ っ て 、 複 数 の サ ブ ア レ イ の 設 定 、 及 び 、 複 数 の グ ル ー プ の 設 定 が 行
わ れ る 。 送 受 信 制 御 部 ３ ２ は 、 図 示 さ れ て い な い ス イ ッ チ ン グ 回 路 制 御 用 の テ ー ブ ル を 有
す る 。 そ の テ ー ブ ル は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 ビ ー ム ア ド レ ス 及 び フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ に
応 じ て 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ に お け る 結 線 パ タ ー ン 、 つ ま り 、 ア レ イ 振 動 子 １ ６ を 構 成
す る 複 数 の 振 動 素 子 と 複 数 の グ ル ー プ 信 号 線 と を 接 続 す る ス イ ッ チ 群 の オ ン オ フ 動 作 を 決
定 す る も の で あ る 。 こ の よ う に 、 ビ ー ム ア ド レ ス 及 び フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ が 特 定 さ れ れ ば
、 テ ー ブ ル を 用 い て 、 ア レ イ 振 動 子 １ ６ の 全 体 に 及 ぶ グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン セ ッ ト （ 複 数
の サ ブ ア レ イ の パ タ ー ン と 各 サ ブ ア レ イ ご と の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ） を 一 意 に 決 定 で き
る 。 但 し 、 ビ ー ム ア ド レ ス 、 フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ 及 び サ ブ ア レ イ ア ド レ ス に 応 じ て 、 各 サ
ブ ア レ イ ご と に 結 線 パ タ ー ン を 生 成 す る テ ー ブ ル や そ の 他 の テ ー ブ ル を 用 い る よ う に し て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に は 、 図 ２ に 示 し た 送 受 信 モ ジ ュ ー ル ２ ４ の 具 体 的 な 構 成 例 が 示 さ れ て い る 。 送 受
信 モ ジ ュ ー ル ２ ４ は 、 上 述 し た よ う に 送 信 部 ３ ６ 、 サ ブ 整 相 加 算 回 路 ２ ６ 、 及 び 、 複 数 の
伝 送 回 路 ３ ４ を 有 し て い る 。 こ こ で 、 各 伝 送 回 路 ３ ４ は 送 信 用 パ ル サ ー 及 び 受 信 用 ヘ ッ ド
ア ン プ 回 路 と し て 機 能 す る 。 各 伝 送 回 路 ３ ４ は 、 送 信 時 に お い て は 、 送 信 信 号 を 信 号 線 に
対 し て 出 力 し 、 受 信 時 に お い て は 、 信 号 線 か ら 入 力 さ れ る 受 信 信 号 を サ ブ 整 相 加 算 回 路 ２
６ に 伝 送 す る 。 送 信 部 ３ ６ は 、 ５ つ の 送 信 器 ３ ８ に よ っ て 構 成 さ れ る 。 各 送 信 器 ３ ８ は 、
あ る 定 め ら れ た 遅 延 時 間 が 付 与 さ れ た 送 信 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の サ ブ 整 相 加 算 回 路 ２ ６ は 、 例 え ば 遅 延 線 （ デ ィ レ ー ラ イ ン ） を 有 す る ア ナ ロ グ 整
相 加 算 回 路 と し て 構 成 す る こ と が で き 、 ま た 、 デ ジ タ ル ビ ー ム フ ォ ー マ ー と し て の デ ジ タ
ル 整 相 加 算 回 路 と し て 構 成 す る こ と も で き る 。 更 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス を 利 用 し た 整 相 加 算
回 路 と し て 構 成 す る こ と も で き る 。 ち な み に 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ よ り も 装 置 本 体 側 に
存 在 す る 構 成 に 関 し て は 、 多 様 な 実 施 形 態 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 図 ３ に 示 す 構 成
は 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 図 ４ ～ 図 １ ０ を 用 い て ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ の 基 本 的 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ に は 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ の 一 部 分 が 概 念 的 に 示 さ れ て い る 。 各 セ ル は １ つ の 振
動 素 子 に 相 当 す る 。 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 １ ６ 上 に は 、 こ の 例 で は 、 そ れ ぞ れ 四 角 形 の サ ブ ア
レ イ 形 状 を も っ て 複 数 の サ ブ ア レ イ が 設 定 さ れ て い る 。 図 ４ に お い て は 、 特 に 、 サ ブ ア レ
イ Ｓ １ ～ Ｓ ９ が 示 さ れ て い る 。 そ れ ら の サ ブ ア レ イ Ｓ １ ～ Ｓ ９ は 、 互 い に 隙 間 な く 密 に 連
結 さ れ て い る 。 図 ４ に お い て 、 サ ブ ア レ イ Ｓ ５ に 関 し て 、 参 考 と し て 、 グ ル ー プ の 設 定 方
法 の 一 例 が 示 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 す 例 で は 、 Ｘ 方 向 に ５ つ の グ ル ー プ が 設 定 さ れ て い る
。 各 グ ル ー プ は 、 Ｙ 方 向 に 並 ん だ ５ つ の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で Ａ ， Ｂ
， Ｃ ， Ｄ ， Ｅ は 各 振 動 素 子 が 所 属 す る グ ル ー プ の 識 別 子 を 示 し て い る 。 こ の こ と は 、 以 下
に 説 明 す る 各 図 に お い て も 同 様 で あ る 。 ア レ イ 振 動 子 の 垂 直 中 心 軸 を Ｚ 方 向 と し た 場 合 、
図 示 の Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 は Ｚ 方 向 に 直 交 し 、 水 平 面 を 定 義 す る ２ 軸 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ に 示 す サ ブ ア レ イ 形 状 は 、 最 も 一 般 的 な も の で あ り 、 す な わ ち 正 方 形 で あ る 。 ま た
、 図 ４ に 示 さ れ る 各 グ ル ー プ の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン も 一 般 的 な も の で あ り 、 各 グ ル ー プ
に つ い て は Ｙ 方 向 に 伸 張 し た 直 線 的 な 形 状 が 採 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な グ ル ー ピ ン グ パ
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タ ー ン （ サ ブ ア レ イ 内 に お け る 複 数 の グ ル ー プ の 配 列 ） は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う
に 、 Ｘ 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る 場 合 に お い て 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ に は 、 サ ブ ア レ イ 形 状 の 他 の 例 が 示 さ れ て い る 。 各 サ ブ ア レ イ Ｓ １ ～ Ｓ ９ は 、 斜 め
方 向 に 段 階 状 に 傾 い た 、 全 体 と し て 平 行 四 辺 形 の 形 態 を 有 し て い る 。 例 え ば 、 サ ブ ア レ イ
Ｓ ５ に 着 目 す る と 、 図 示 の と お り の グ ル ー ピ ン グ が な さ れ て お り 、 グ ル ー プ Ａ は 斜 め 方 向
に 直 線 的 に 整 列 し た ５ つ の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ 、 こ れ は 他 の グ ル ー プ に つ い て も 同
様 で あ る 。 但 し 、 Ｙ 方 向 の 各 ス テ ー ジ に お い て 、 段 階 状 に 、 各 グ ル ー プ の Ｘ 方 向 位 置 が １
ス テ ッ プ ず つ 平 行 に シ フ ト し て い る 。 ち な み に 、 他 の サ ブ ア レ イ に つ い て も 、 サ ブ ア レ イ
Ｓ ５ と 全 く 同 一 の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う な サ ブ ア レ イ 形 状 及 び グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 採 用 す る こ と に よ り 、 例
え ば 、 あ る フ ォ ー カ ス 点 深 さ の 場 合 で 、 Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 の 両 者 に 対 し て ４ ５ 度 傾 い た 方
向 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る 場 合 に お い て 、 当 該 方 向 に お け る 各 グ ル ー プ の 厚 み を 振 動 素
子 １ ／ √ ２ 個 分 だ け に す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ビ ー ム 走 査 方 向 に お い て 、 見 か け 上 、
振 動 部 分 の 幅 が 大 き く な っ て し ま う と い う 問 題 を 防 止 で き る 。 こ れ に つ い て 詳 し く 説 明 す
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 各 グ ル ー プ 単 位 で 同 じ 遅 延 時 間 が 付 与 さ れ て い る 。 つ ま り 、 各 グ ル
ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 は 送 信 時 及 び 受 信 時 に お い て 並 列 接 続 さ れ た 関 係 に あ り 、
そ れ ら 全 体 で １ つ の 振 動 部 分 を 構 成 す る 。 そ の よ う な 振 動 部 分 の 幅 が ビ ー ム 走 査 方 向 に 広
が る と 、 結 果 と し て 、 サ イ ド ロ ー ブ が 発 生 し や す く な る 。 一 方 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 サ
ブ ア レ イ パ タ ー ン 及 び グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 適 切 に 設 定 す る こ と に よ り 、 見 掛 け 上 、 振
動 部 分 の 幅 が 大 き く な っ て し ま う こ と を 防 止 で き る 。 つ ま り 、 上 記 の 問 題 を 解 消 あ る い は
低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ に は 、 各 種 の サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 同 時 に グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン も 示 さ
れ て い る 。 （ ａ ） に 示 す サ ブ ア レ イ 形 状 は 、 図 ４ に 示 し た も の と 同 一 で あ り 、 超 音 波 ビ ー
ム を Ｘ 方 向 に 走 査 す る 場 合 に 採 用 さ れ る 。 （ ｂ ） に 示 す サ ブ ア レ イ 形 状 は （ ａ ） に 示 し た
サ ブ ア レ イ 形 状 と そ の 外 形 に お い て 同 一 で あ る が 、 そ の 内 部 に お け る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー
ン が 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 Ｙ 方 向 に ５ つ の グ ル ー プ が 並 ん で お り 、 各 グ ル ー プ は Ｘ 方
向 に 並 ん だ ５ つ の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ は 、 超 音 波 ビ ー ム を Ｙ 方 向 に 走
査 す る 場 合 に 採 用 さ れ る 。 （ ｃ ） に 示 す サ ブ ア レ イ 形 状 は 図 ４ に 示 し た も の と 同 一 で あ る
。 （ ｄ ） に 示 す サ ブ ア レ イ 形 状 は 、 上 記 の （ ｂ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ 形 状 を Ｙ 方 向 の 各 ス
テ ー ジ ご と に Ｘ 方 向 に 階 段 状 に １ ス テ ッ プ ず つ シ フ ト さ せ た も の で あ る 。 こ の よ う な （ ｄ
） に 示 す サ ブ ア レ イ 形 状 は 、 （ ｃ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ 形 状 と 同 様 に 、 紙 面 に 向 か っ て 右
上 が り （ 左 下 が り ） 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る 場 合 に 好 適 な も の で あ る 。 （ ｅ ） に 示
す サ ブ ア レ イ 形 状 は 、 （ ｃ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ 形 状 と は 逆 の 斜 め 方 向 に 変 形 し た 形 態 を
有 す る 。 こ の よ う な サ ブ ア レ イ 形 状 は 、 紙 面 に 向 か っ て 左 上 が り （ 右 下 が り ） 方 向 に 超 音
波 ビ ー ム を 走 査 す る 場 合 に 好 適 で あ る 。 （ ｆ ） に 示 す サ ブ ア レ イ 形 状 は 、 （ ｄ ） に 示 し た
サ ブ ア レ イ 形 状 と は 逆 の 斜 め 方 向 に 変 形 し た 形 態 を 有 す る 。 こ の よ う な サ ブ ア レ イ 形 状 は
、 （ ｅ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ 形 状 と 同 様 に 、 紙 面 に 向 か っ て 左 上 が り （ 右 下 が り ） 方 向 に
超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る 場 合 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 も ち ろ ん 、 図 ６ に 示 し た 幾 つ か の サ ブ ア レ イ 形 状 は 例 示 で あ り 、 こ れ 以 外 に も 各 種 の サ
ブ ア レ イ 形 状 を 採 用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 ビ ー ム 形 成 条 件 、 特 に ビ ー ム 走 査 方 向
や フ ォ ー カ ス 深 さ に 応 じ て 、 で き る 限 り サ イ ド ロ ー ブ が 生 じ な い よ う に 、 つ ま り ビ ー ム プ
ロ フ ァ イ ル が よ り 良 好 に な る よ う に 、 サ ブ ア レ イ 形 状 （ 及 び グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ） を 設
定 す る の が 望 ま し い 。 な お 、 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ２ ０ の 構 成 を 簡 略 化 す る と 共 に 、 そ の 制 御
を 簡 易 に す る た め に 、 選 択 可 能 な サ ブ ア レ イ 形 状 の 個 数 を 例 え ば ４ つ 程 度 に 制 限 す る よ う
に し て も よ い 。 そ の 場 合 に お い て は 、 図 ６ に 示 し た （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） （ 又 は （ ｄ ）
） 、 及 び 、 （ ｅ ） （ 又 は （ ｆ ） ） と い っ た サ ブ ア レ イ 形 状 を 採 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ７ に は 、 あ る サ ブ ア レ イ に つ い て の 変 動 領 域 Ｒ が 太 い 線 で 示 さ れ て い る 。 こ の 変 動 領
域 は 、 サ ブ ア レ イ の 形 状 が 変 動 し た 場 合 に 当 該 サ ブ ア レ イ が 取 り 得 る 領 域 の 最 大 の 外 縁 に
よ っ て 定 義 さ れ る 。 つ ま り 、 変 動 領 域 Ｒ は 、 図 ６ に 示 し た （ ａ ） ～ （ ｆ ） の 各 形 状 を 重 ね
た も の に 相 当 す る 。 こ こ に お い て 、 符 号 １ ０ ０ は 最 も 基 本 的 な 正 方 形 の サ ブ ア レ イ 形 状 を
示 し て い る 。 ま た 、 参 考 ま で に 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 し た グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン が 示 さ れ て い
る 。 図 ７ に 示 す 変 動 領 域 Ｒ の 形 態 か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 隣 接 す る 複 数 の 変 動 領 域 Ｒ は 互
い に 部 分 的 に オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 。 但 し 、 各 送 受 信 時 に お い て 、 隣 接 す る サ ブ ア レ イ
は 互 い に 密 に 連 結 し 、 そ れ ら の 相 互 間 に お い て オ ー バ ー ラ ッ プ は 生 じ な い 。 オ ー バ ー ラ ッ
プ に つ い て 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ８ に お い て 、 Ｒ １ ～ Ｒ ４ は 、 上 下 左 右 に 並 ぶ ４ つ の サ ブ ア レ イ に つ い て の ４ つ の 変 動
領 域 を 表 し て い る 。 ち な み に 、 変 動 領 域 Ｒ １ は 実 線 に よ っ て 表 さ れ て お り 、 変 動 領 域 Ｒ ２
は 一 点 鎖 線 に よ っ て 表 さ れ て お り 、 変 動 領 域 Ｒ ３ は 二 点 鎖 線 に よ っ て 表 さ れ て お り 、 変 動
領 域 Ｒ ４ は 破 線 に よ っ て 表 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 変 動 領 域 が 部 分 的 に オ ー バ ー ラ ッ プ す
る 振 動 素 子 ａ ～ ｌ に つ い て 検 討 す る 。 振 動 素 子 ａ ， ｂ ， ｃ は 変 動 領 域 Ｒ １ ， Ｒ ２ ， Ｒ ３ に
属 し 、 振 動 素 子 ｄ ， ｅ ， ｆ は 変 動 領 域 Ｒ １ ， Ｒ ２ ， Ｒ ４ に 属 し 、 振 動 素 子 ｇ ， ｈ ， ｉ は 変
動 領 域 Ｒ ２ ， Ｒ ３ ， Ｒ ４ に 属 し 、 振 動 素 子 ｊ ， ｋ ， ｌ は 変 動 領 域 Ｒ １ ， Ｒ ３ ， Ｒ ４ に 属 す
る 。 変 動 領 域 Ｒ １ に 着 目 し た 場 合 、 そ の 変 動 領 域 Ｒ １ 内 に は 振 動 素 子 ａ ～ ｆ ， ｊ ～ ｌ が 属
し て お り （ 振 動 素 子 ｇ ～ ｉ は 属 し な い ） 、 ま た 、 変 動 領 域 Ｒ １ に は 更 に そ れ 固 有 の 複 数 の
振 動 素 子 が 属 し て い る 。 そ の よ う な 固 有 の 振 動 素 子 は １ ３ 個 の 振 動 素 子 か ら な る も の で あ
り 、 そ れ ら は 、 変 動 領 域 Ｒ １ の 中 央 部 を 中 心 と し て ひ し 形 に 密 集 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ に は 比 較 例 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 サ ブ ア レ イ 形 状 が 正 方 形 で あ り 、 そ の 形 状
は 不 変 で あ る 。 斜 め 方 向 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る 場 合 に 、 例 え ば 図 ９ に 示 す よ う な グ ル
ー ピ ン グ パ タ ー ン が 設 定 さ れ る 。 こ の パ タ ー ン も 不 変 で あ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 グ ル ー
プ Ｃ に 属 す る 複 数 の 振 動 素 子 は ビ ー ム 走 査 方 向 に 多 重 的 に 存 在 し て お り （ つ ま り 、 当 該 方
向 に お い て 振 動 部 分 Ｃ の 厚 み が 増 大 し て い る ） 、 そ の 結 果 、 超 音 波 ビ ー ム の プ ロ フ ァ イ ル
が 崩 れ 、 サ イ ド ロ ー ブ が 出 や す く な る 。 ま た 、 グ ル ー プ を 構 成 す る 各 振 動 素 子 と フ ォ ー カ
ス 点 と の 間 の 距 離 を 揃 え る こ と が 困 難 と な る 。 そ の 一 方 に お い て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、
後 に 説 明 す る よ う に 、 サ ブ ア レ イ 形 状 及 び グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン の 動 的 設 定 に よ り 、 図 ９
に 示 し た よ う な 場 合 に 生 ず る 問 題 を 解 消 あ る い は 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ０ に は 、 サ ブ ア レ イ 形 状 に つ い て の 他 の 例 が 示 さ れ て お り 、 こ こ に お い て は ４ × ４
＝ １ ６ 個 の 振 動 素 子 に よ っ て 、 １ つ の サ ブ ア レ イ が 構 成 さ れ て い る 。 各 サ ブ ア レ イ を 構 成
す る １ ６ 個 の 振 動 素 子 が ４ つ の グ ル ー プ で グ ル ー ピ ン グ さ れ て い る 。 な お 、 図 １ ０ に お い
て 、 各 グ ル ー プ を 識 別 す る た め に 、 各 グ ル ー プ に は そ れ ぞ れ 異 な る ハ ッ チ ン グ が 付 さ れ て
い る 。 図 １ ０ に 示 さ れ る 数 値 は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 を 示 す 角 度 （ 垂 直 軸 周 り の ビ ー ム 回 転 角
度 に 相 当 ） を 示 し て い る 。 図 １ ０ に 示 さ れ る 各 グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン は 例 示 で あ っ て 、 実
際 に は 送 受 信 条 件 に 応 じ て 各 サ ブ ア レ イ 形 状 ご と に 様 々 な グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 切 り 換
え て 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 方 向 に 応 じ て 、 各 サ ブ ア レ イ （ 同 時 に グ
ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ） を 適 応 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 い ず れ の ビ ー ム 走 査 方 向 に お い
て も ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル を 良 好 に で き る 。 図 １ ０ に 示 す 、 い ず れ の サ ブ ア レ イ 形 状 を 採 用
す る 場 合 で も 、 複 数 の サ ブ ア レ イ は 互 い に 密 に 連 結 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 走 査
方 向 が ４ ５ 度 の 場 合 に は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 複 数 の サ ブ ア レ イ が 隙 間 な く 相 互 に 密 に
連 結 す る 。 こ の こ と は 、 他 の 走 査 角 度 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 た だ し 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 の 端 部 に お い て は 、 実 質 的 に 機 能 し な い １ 又 は 複 数 の 振 動 素
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子 が 存 在 し て い て も よ い 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 複 数 の サ ブ ア レ イ 間 に お い て
隙 間 が 生 じ て い な い が 、 サ ブ ア レ イ 間 に １ 又 は 複 数 の 実 質 的 に 機 能 し な い 振 動 素 子 が 存 在
し て い て も よ い 。 上 述 し た サ ブ ア レ イ 形 状 の 可 変 設 定 方 法 は 、 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 の 他 に 、
複 数 の 振 動 素 子 が 二 次 元 的 に 配 列 さ れ る 例 え ば １ ． ５ Ｄ ア レ イ 振 動 子 な ど に も 適 用 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ を 用 い て 、 サ ブ ア レ イ 形 状 及 び グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン の 可 変 に つ い て
、 他 の 幾 つ か の バ リ エ ー シ ョ ン に つ い て 説 明 す る 。 図 １ １ に お い て は 、 サ ブ ア レ イ は ４ ×
４ 個 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ Ａ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ４ ５ 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。
各 グ ル ー プ は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 （ 太 い 矢 印 ） に 対 し て 直 交 し た ４ つ の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ
て い る 。 各 グ ル ー プ は 同 一 の 形 状 を 有 す る 。 （ Ｂ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ４ ５ 度 よ り も
小 さ い 角 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 （ Ｂ ） に 示 す サ ブ ア レ イ は 、
（ Ａ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ と 同 じ サ ブ ア レ イ 形 状 （ 外 形 ） を 有 す る が 、 複 数 の グ ル ー プ 間
に お い て 、 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 の 個 数 は 同 一 で は な く 、 ま た 、 非 直 線 的 な グ ル ー
プ Ａ ， Ｂ ， Ｃ が 含 ま れ て い る 。 （ Ｃ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ４ ５ 度 よ り も 大 き い 角 度 の
場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 （ Ｃ ） に 示 す サ ブ ア レ イ は 、 （ Ａ ） に 示 し
た サ ブ ア レ イ と 同 じ サ ブ ア レ イ 形 状 を 有 す る が 、 複 数 の グ ル ー プ 間 に お い て 、 グ ル ー プ を
構 成 す る 振 動 素 子 の 個 数 は 同 一 で は な く 、 ま た 、 非 直 線 的 な グ ル ー プ Ｂ ， Ｃ ， Ｄ が 含 ま れ
て い る 。 （ Ｄ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ４ ５ 度 よ り も 小 さ い 角 度 の 場 合 に お け る 他 の サ ブ
ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 （ Ｄ ） に 示 す サ ブ ア レ イ は 、 （ Ａ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ と 異
な る 形 状 を 有 し て い る 。 こ の （ Ｄ ） に お い て は 、 複 数 の グ ル ー プ 間 で 、 グ ル ー プ 形 状 は 同
一 で あ る 。 （ Ｅ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が か な り 小 さ い 角 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形
状 が 示 さ れ て い る 。 （ Ｅ ） に 示 す サ ブ ア レ イ は 、 （ Ｄ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ と 同 じ 形 状 を
有 す る が 、 複 数 の グ ル ー プ 間 に お い て 、 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 の 個 数 は 非 同 一 で あ
る 。 い ず れ の サ ブ ア レ イ 形 状 が 採 用 さ れ て も 、 複 数 の サ ブ ア レ イ を 互 い に 密 に 連 結 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 ビ ー ム 走 査 方 向 等 に 応 じ て 、 サ ブ ア レ イ パ タ ー ン 及 び グ ル ー ピ ン グ の 両
者 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 良 好 な 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 で き る 。 特 に 、 各 グ ル ー プ を 構 成
す る 振 動 素 子 の 個 数 を ビ ー ム 走 査 方 向 に 応 じ て 可 変 す れ ば 、 サ イ ド ロ ー ブ を よ り 効 果 的 に
低 減 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、 各 サ ブ ア レ イ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 の 全 部 が 有 効 振 動
素 子 （ 超 音 波 の 送 波 及 び 受 波 を 行 う 振 動 素 子 ） と し て 機 能 し て い た が 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が
所 定 の 角 度 と な る 場 合 に 、 各 サ ブ ア レ イ 内 に １ 又 は 複 数 の 無 効 振 動 素 子 （ 超 音 波 の 送 波 及
び 受 波 を 行 わ な い 振 動 素 子 ） を 設 定 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に 関 し て 図 １ ２ を 用 い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ２ に お い て は 、 サ ブ ア レ イ が ５ × ５ 個 の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 （ Ａ ）
に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ４ ５ 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る （ 図 ５ 、 図
６ （ ｂ ） 及 び 図 ７ に 示 し た パ タ ー ン と 同 一 で あ る ） 。 各 グ ル ー プ は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 に 直
交 す る 振 動 素 子 列 に よ っ て 構 成 さ れ 、 各 振 動 素 子 列 は ５ つ の 振 動 素 子 に よ っ て 構 成 さ れ る
。 （ Ｂ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ３ ０ 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。
（ Ｃ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ６ ０ 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 （
Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ は 、 （ Ａ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ と 同 じ 形 状 を 有 し て い
る が 、 （ Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ は 複 数 の 非 直 線 的 な グ ル ー プ を 有 し て い る 。
（ Ｄ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が ２ ５ 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 こ
こ で は 、 複 数 の グ ル ー プ 間 で 、 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 の 個 数 は 同 一 で あ り 、 ま た 、
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形 状 も 同 一 で あ る 。 一 方 、 （ Ｅ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が １ ５ 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ
イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 （ Ｅ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ は 、 （ Ｄ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ と 同 じ
形 状 を 有 し て い る が 、 両 者 間 で グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン は 異 な っ て い る 。 （ Ｆ ） に は 、 ビ ー
ム 走 査 方 向 が ２ ０ 度 の 場 合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 パ タ ー ン が 示 さ れ て い る 。 （ Ｆ ） に 示
し た サ ブ ア レ イ は 、 （ Ｄ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ と 同 じ 形 状 を 有 し て い る が 、 サ ブ ア レ イ 内
に １ つ の 無 効 振 動 素 子 １ ０ ２ が 含 ま れ て い る 。 （ Ｇ ） に は 、 ビ ー ム 走 査 方 向 が １ ０ 度 の 場
合 に お け る サ ブ ア レ イ 形 状 が 示 さ れ て い る 。 （ Ｇ ） に 示 し た サ ブ ア レ イ は 、 （ Ｅ ） に 示 し
た サ ブ ア レ イ と 同 じ 形 状 を 有 し て い る が 、 サ ブ ア レ イ 内 に ４ つ の 無 効 振 動 素 子 １ ０ ２ が 含
ま れ て い る 。 こ の よ う に 、 無 効 振 動 素 子 の 位 置 及 び 個 数 が ビ ー ム 走 査 方 向 に 応 じ て 可 変 設
定 さ れ る 。 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 し た い ず れ の サ ブ ア レ イ 形 状 パ タ ー ン を 採 用 す る 場 合 で
も 、 複 数 の サ ブ ア レ イ を 互 い に 密 に 連 結 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 図 １ ３ ～ 図 １ ５ を 用 い て 、 特 に フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ を 考 慮 し た 制 御 に つ い て 詳 述
す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 ビ ー ム ア ド レ ス （ 特 に ビ ー ム 走 査 方 向 ） に 応 じ て サ ブ ア レ イ 形 状 を
変 更 さ せ る と 共 に 、 ビ ー ム ア ド レ ス 、 フ ォ ー カ ス 点 深 さ 及 び サ ブ ア レ イ 位 置 に 応 じ て 、 各
サ ブ ア レ イ ご と に グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 個 別 的 に 設 定 す る よ う に し て い る 。 つ ま り 、 各
グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 に つ い て 、 各 振 動 素 子 と フ ォ ー カ ス 点 と の 間 の 距 離 が
で き る だ け 揃 う よ う に 、 サ ブ ア レ イ 形 状 及 び グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 最 適 化 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ３ に お い て 、 （ Ａ ） に は ア レ イ 振 動 子 面 に 垂 直 な 平 面 （ Ｘ Ｚ 平 面 ） が 示 さ れ 、 （ Ｂ
） に は ア レ イ 振 動 子 面 と 平 行 な 水 平 面 （ Ｘ Ｙ 平 面 ） が 示 さ れ て い る 。 こ の こ と は 図 １ ４ 及
び 図 １ ５ に つ い て も 同 様 で あ る 。 Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 は 振 動 素 子 の 配 列 方 向 で あ り 、 Ｚ 方 向
は 垂 直 方 向 で 、 そ れ は Ｘ 方 向 及 び Ｙ 方 向 に 直 交 す る 。 符 号 ３ ０ ２ は 、 フ ォ ー カ ス 点 Ｆ １ を
通 過 し 、 Ｚ 軸 に 平 行 な 垂 直 軸 を 示 し て い る 。 符 号 ３ ０ ４ は ア レ イ 振 動 子 ３ ０ ０ の 中 心 ３ ０
８ を 原 点 （ 出 発 点 ） と し て 表 さ れ た 送 信 ビ ー ム を 示 し て い る 。 送 信 ビ ー ム ３ ０ ４ は フ ォ ー
カ ス 点 Ｆ １ を 向 い て い る 。 な お 、 符 号 ３ ０ ６ は フ ォ ー カ ス 点 Ｆ １ か ら 見 た 等 距 離 面 （ 球 面
と し て の 波 面 ） を 示 し て い る 。 そ の 等 距 離 面 上 に 、 各 グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 子 が
並 ぶ の が 理 想 的 で あ る 。 （ Ｂ ） に お い て 、 ア レ イ 振 動 子 ３ ０ ０ に お け る 各 セ ル は サ ブ ア レ
イ ３ ０ ０ Ａ を 示 し て い る 。 各 サ ブ ア レ イ は 、 こ こ で は ４ × ４ 個 の 振 動 素 子 で 構 成 さ れ る （
後 述 す る 符 号 ３ １ ０ ～ ３ ２ ０ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 例 え ば 、 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ビ ー ム 方 向 と 水 平 軸 （ こ こ で は Ｘ 軸 ） と の 間 の 角 度
が 小 さ く 、 且 つ 、 フ ォ ー カ ス 点 Ｆ １ が 比 較 的 浅 い 位 置 に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 （ Ｂ ）
に 示 さ れ る よ う に 、 ア レ イ 振 動 子 ３ ０ ０ 上 に お け る 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て 、 当 該 サ ブ ア レ
イ の 位 置 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 異 な る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ３ １ ０ ～ ３ ２ ０ が 設 定 さ れ る 。
各 サ ブ ア レ イ の 形 状 は 同 一 で あ る が 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 、 グ ル ー プ 単 位 で 位 相 を 合 わ せ
る 観 点 か ら 、 よ り 適 切 な グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン が 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り 各 グ ル ー プ の 形
態 及 び 構 成 素 子 数 が 最 適 化 さ れ て い る 。 上 記 の 状 態 か ら 、 例 え ば 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う
に 、 ビ ー ム 走 査 方 向 と 水 平 軸 と の な す 角 度 が や や 増 大 し 、 且 つ 、 フ ォ ー カ ス 点 Ｆ ２ の 深 さ
が 増 大 し た 場 合 、 そ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 サ ブ ア レ イ に 対 し て 、 そ の 位 置 に 応 じ て グ
ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ３ ２ ４ ～ ３ ３ ６ が 設 定 さ れ る 。 但 し 、 各 サ ブ ア レ イ 形 状 に つ い て は 矩
形 の ま ま で あ る 。 更 に 、 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 上 記 状 態 か ら 、 フ ォ ー カ ス 点 Ｆ ３ の 深
さ が ほ ぼ 維 持 さ れ る 一 方 、 ビ ー ム 走 査 方 向 の 角 度 が 増 大 し て 、 そ れ が 直 交 す る ２ つ の 水 平
軸 に 対 し て 凡 そ ４ ５ 度 の 関 係 に な る と 、 そ の （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 各 サ ブ ア レ イ の 形
状 が 矩 形 か ら 並 行 四 辺 形 に 変 更 さ れ 、 同 時 に 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 、 そ の 位 置 に 応 じ て 、
グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン ３ ４ ２ ～ ３ ５ ４ が 設 定 さ れ る 。 サ ブ ア レ イ 形 状 の 切 り 換 え は 、 図 １
０ に 示 し た 条 件 、 あ る い は 、 そ れ を 簡 略 化 し た 条 件 に 従 っ て な さ れ る 。 例 え ば 、 図 １ ０ に
お い て 、 ０ 度 、 ４ ５ 度 、 ９ ０ 度 、 １ ３ ５ 度 、 １ ８ ０ 度 、 ２ ２ ５ 度 、 ２ ７ ０ 度 、 ３ １ ５ 度 で
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示 さ れ る サ ブ ア レ イ 形 状 だ け を 利 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 サ ブ ア レ イ 形 状 に つ い て は 、 ビ ー ム 走 査 に 応 じ て 動 的 に 可 変 設 定 さ れ る
。 グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン に つ い て も 、 ビ ー ム 走 査 に 応 じ て 、 設 定 さ れ た サ ブ ア レ イ 形 状 を
前 提 と し て 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 動 的 に 可 変 設 定 さ れ る 。 そ の 場 合 、 ビ ー ム ア ド レ ス 及 び
フ ォ ー カ ス 深 さ の 組 合 せ ご と に 、 ア レ イ 振 動 子 全 体 に 及 ぶ 最 良 の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン セ
ッ ト を 予 め 演 算 し て お き 、 そ れ を 実 現 す る ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン を テ ー ブ ル 上 に 記 憶 し て
お く の が 望 ま し い 。 つ ま り 、 ビ ー ム ア ド レ ス と フ ォ ー カ ス 点 の 深 さ か ら テ ー ブ ル を 参 照 し
て 瞬 時 に 最 適 な ス イ ッ チ ン グ パ タ ー ン が 得 ら れ る よ う に 構 成 す る の が 望 ま し い 。 そ の よ う
な ス イ ッ チ ン グ の 結 果 と し て 、 ア レ イ 振 動 子 上 に 、 複 数 の サ ブ ア レ イ が 構 成 さ れ 、 同 時 に
、 各 サ ブ ア レ イ ご と に グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン が 構 成 さ れ る 。 三 次 元 空 間 内 に お け る ビ ー ム
走 査 経 路 は 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る 。 一 般 的 に は 、 第 １ 方 向 に ビ ー ム を 走 査 し て 走 査
面 が 形 成 さ れ 、 そ の 走 査 面 が 第 ２ 方 向 に 走 査 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 フ ォ ー カ ス 点 と グ ル ー プ を 構 成 す る 複 数 の 振 動 素 子 と の 位 置 的 関 係
に 着 目 し 、 各 サ ブ ア レ イ ご と に 最 良 の グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン を 設 定 す る よ う に し た の で 、
チ ャ ン ネ ル リ ダ ク シ ョ ン を 実 現 し つ つ も 、 ビ ー ム プ ロ フ ァ イ ル を 良 好 に し て 超 音 波 画 像 の
画 質 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 装 置 構 成 の 簡 略 化 を 図 り つ つ も 良 好 な 画 質 を 得
ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 実 施 形 態 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 送 受 信 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 送 受 信 モ ジ ュ ー ル の 具 体 的 な 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 サ ブ ア レ イ 形 状 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 サ ブ ア レ イ 形 状 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 の サ ブ ア レ イ 形 状 を 対 比 し て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 サ ブ ア レ イ ご と に 存 在 す る 変 動 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 複 数 の 変 動 領 域 間 に お け る オ ー バ ー ラ ッ プ を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 比 較 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 他 の 多 様 な サ ブ ア レ イ 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 各 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 の 個 数 が 変 化 す る 実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 各 グ ル ー プ を 構 成 す る 振 動 素 子 の 個 数 が 変 化 す る 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る た め
の 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 近 距 離 フ ォ ー カ ス で ビ ー ム 走 査 角 度 が 小 の 場 合 に お け る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン
設 定 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 遠 距 離 フ ォ ー カ ス で ビ ー ム 走 査 角 度 が 小 の 場 合 に お け る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン
設 定 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 遠 距 離 フ ォ ー カ ス で ビ ー ム 走 査 角 度 が 大 の 場 合 に お け る グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン
設 定 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ ０ 　 プ ロ ー ブ ヘ ッ ド 、 １ ２ 　 装 置 本 体 、 １ ６ 　 ２ Ｄ ア レ イ 振 動 子 、 ２ ０ 　 ス イ ッ チ ン
グ 回 路 、 ２ ４ 　 送 受 信 モ ジ ュ ー ル 、 ２ ６ 　 サ ブ 整 相 加 算 回 路 、 ３ ０ 　 メ イ ン 整 相 加 算 回 路
、 ３ ２ 　 送 受 信 制 御 部 、 Ｓ 　 サ ブ ア レ イ 、 Ｒ 　 変 動 範 囲 、 ３ １ ０ ～ ３ ２ ０ ， ３ ２ ４ ～ ３ ３
６ ， ３ ４ ２ ～ ３ ５ ４ 　 グ ル ー ピ ン グ パ タ ー ン 、 ３ ０ ４ ， ３ ２ ２ ， ３ ４ ０ 　 送 信 ビ ー ム 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

(18) JP 2007-44193 A 2007.2.22



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2007044193A 公开(公告)日 2007-02-22

申请号 JP2005230819 申请日 2005-08-09

[标]申请(专利权)人(译) 日立阿洛卡医疗株式会社

申请(专利权)人(译) 阿洛卡有限公司

[标]发明人 竹内秀樹

发明人 竹内 秀樹

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/BB06 4C601/EE04 4C601/EE14 4C601/GB06 4C601/HH04 4C601/HH22 4C601
/HH25 4C601/JC26

代理人(译) 吉田健治
石田 纯

其他公开文献 JP4520381B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在用于使用2D阵列换能器形成三维图像的同时实现通道
减少的超声诊断设备中提高超声图像的图像质量。 多个子阵列300A设置
在2D阵列换能器300上。为每个子阵列300A设置多个组。每个组由并联
连接关系的多个振动元件组成。根据光束轴承304和焦点F 1的深度可变
地设置多个子阵列300A的子阵列形状。此外，为每个子阵列300A可变地
设置分组模式310至320。由于可以在构成每组的多个振动元件中使每个
振动元件和焦点之间的距离尽可能均匀，因此可以获得良好的光束轮
廓。 .The 13
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